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８月２１日（水）～２３日（金）令和６年度 第５８回高文連道北支部美術展・研究大会（美深町） 
入選：尾山奈那（３Ｃ）、合田すず（３Ｃ） 
佳作：山下陽色（３Ｂ）、高松杏樹（３Ｄ）、澤田 和香（２Ｂ）、猪瀬 楓（２Ｂ）、矢嶋 晴（２Ｂ） 

河合 椛（１Ａ）、丸 桜子（１Ｂ）、加藤ちなつ（２Ｂ） 
入選及び佳作に選出された１０名は１０月９日（水）・１０日（木）に旭川大雪アリーナで開催された第５８回全道

高等学校美術展・研究大会に参加しました。 
１０月１５日（火）～１０月２１日（月） 
士別郵便局駐車場にシャッター絵画を制作しました。 

９月１４日（土）・１５日（日）第５４回北海道高等学校新人ソフトテニス選手権大会（帯広市） 
男子ダブルス：ベスト３２ 笠井煌太郎（２Ａ）、羽田野廉人（２Ａ）  

９月２６日（木）・２７日（金） 高文連第４６回全道高等学校図書研究大会（空知大会）（岩見沢市） 

９月６日（金）～８日（日）北海道高等学校名寄支部秋季テニス大会（稚内市） 
団 体 戦：準優勝 
ダブルス：準優勝 瀬戸証士（２Ａ）、川江空汰（２Ｂ） ３位 吉原舜之助（２Ｃ）、田代竜騎（２Ｃ） 
シングルス：３ 位 瀬戸証士（２Ａ）、川江空汰（２Ｂ） 

９月１８日（水）～２０日（金）北海道高等学校新人陸上競技大会（室蘭市） 
古川 青樹（２Ｂ） １１０ｍＨ／16”21（+0.8）Ｂ決勝進出第６位、走高跳／１ｍ８４決勝進出 第５位   
六郎田朔也（２Ｂ） １５００ｍ／4’01”30決勝進出第４位、５０００ｍ／15’33”13決勝進出 第４位 

１０月１２日（土）・１３日（日）第４６回北海道高等学校弓道選抜大会北北海道大会（芦別市） 
男子個人戦：決勝進出 田中榛朋（２Ｂ） 

９月２８日（土）・２９日（日）秋季北海道大会名寄地区予選（稚内市） 

２回戦：名寄高校 １－１６ 士別翔雲高校 代表決定戦：稚内大谷高校 ０－７ 士別翔雲高校 

１０月１７日（木）秋季北海道大会（１回戦）（札幌市） 

学校名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 

士別翔雲 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ 

駒大苫小牧 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ Ｘ ２ 

１０月１７日（木）第４７回放送コンテスト道北支部大会（稚内市） 
ア ナ ウ ン ス 部 門：優秀賞（２位） 澤田璃士（２Ｄ） 
朗 読 部 門：優秀賞（２位） 貞金 颯（２Ｄ）、優秀賞（３位） 頓宮匠之輔（１Ｂ） 
ビデオメッセージ部門：優秀賞（３位） 
１１月１４日（木）江別市民会館で行われる全道大会に出場します。 

１０月２日（水）～４日（金）第６８回全道高等学校新聞研究大会・全道高等学校新聞コンクール（苫小牧市） 
手書き・ワープロ部門：優秀賞 

１０月６日（日）～１０日（木）第７８回国民スポーツ大会（佐賀県） 

階級 氏名 スナッチ（ｋｇ） クリーン＆ジャーク（ｋｇ） 
トータル 

記録 順位 

６７ｋｇ級 石川英虎（２Ｂ） 
１０５ 

○ 

１０９ 

✕ 

１０９ 

✕ 

１２６ 

○ 

１３１ 

✕ 

１３１ 

○ 
２３６ ４ 

９６ｋｇ級 榎本凌也（３Ａ） 
１２０ 

○ 

１２３ 

○ 

１２５ 

○ 

１５０ 

○ 

１５３ 

○ 

１６１ 

✕ 
２７８ １ 

 

～部局活動報告～ 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

９月３０日（月）体育祭が行われました。翔雲祭と同じ縦割りの雲隊での勝負となりました。チーム分

けは以下の通りです。 

青雲（１Ｂ・２Ｃ・３Ｄ）、緑雲（１Ａ・２Ｄ・３Ｂ）黒雲（２Ａ・３Ｃ）、赤雲（１Ｃ・２Ｂ・３Ａ） 

当日は晴天に恵まれ、グラウンドには生徒達の歓声が響きました。昨年は雨で屋内での開催だったた

め、今回初めて屋外で開催された体育祭に参加したという生徒もおり、「外でできて嬉しい、去年より楽

しい。」という声が多く上がっていました。種目は全部で１０種目あり、生徒はそれぞれ２～４種目に参

加し、体育の時間等を使い練習に励んでいました。 

生徒達は互いに励まし合い、時には雲隊を超えて応援しながら競技に臨んでいました。昨年はカメラを

通して教室での応援だったため、応援が届かず少し寂しい雰囲気もありましたが、今年度は選手に直接声

を掛け応援することができ、競技に出ていない生徒の方が盛り上がっていたようにも見えました。楽しみ

ながら、互いに応援し合うことの大切さを学ぶことができる行事になったのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 また、生徒会執行部や新聞局、放送局、体育祭実行委員の生徒は、事前の準備や、競技に参加しながら

それぞれに任された仕事に取り組んでいました。体育祭実行委員長の２年Ｂ組北村佑樹くんは、「執行部

の皆さんのおかげで最高の体育祭になりました。ありがとうございました。」と話していました。 

観覧には多くの保護者の方に参加していただきました。生徒は、見てもらえているということでより良

いパフォーマンスを発揮できたようです。 

総合順位は、１位黒雲 ２位赤雲 ３位緑雲 ４位青雲となりました。 

 



 

 

 

１日（金）２年見学旅行④ 
２日（土）２年見学旅行⑤ 

３年大学入学共通テスト試験直前予想問題白パック 
３日（日）文化の日、３年北大入試オープン 
４日（月）振替休日 
５日（火）２年振替休業日 
７日（木）１年性に関する教室 
８日（金）エキスパート講話 
９日（土）３年北大入試プレ 

１・２年総合学力テスト・１１月、２年公務員模試② 
１０日（日）全商ビジネス計算実務検定試験②、英検②二次 
１２日（火）図書館バス、２年市役所インターンシップ 
１３日（水）２年進路別ガイダンス 
１４日（木）身だしなみ指導 
１５日（金）授業料口座振替日 
１６日（土）３年全統共通テストプレテスト、２年介護職場体験 
１９日（火）考査１週間前 
２３日（土）勤労感謝の日 
２４日（日）全商ビジネス文書実務検定試験② 
２６日（火）後期中間考査（～１１／２９） 
 

２日（月）身だしなみ指導 

３日（火）２年総合ビジネス科下川連携 
７日（土）３年ベネッセ共通テスト対策【実力養成】プレパック 
     数学検定③ 

１０日（火）図書館バス 
１４日（土）３年冬期講習（～１２／２８） 
１５日（日）全商ビジネスコミュニケーション検定試験 
１６日（月）授業料口座振替日 
２１日（土）１・２年冬期講習（～１２／２１、２２、２４～２８） 
２３日（月）大掃除、表彰伝達式、冬季休業前全校集会 
２４日（火）冬季休業（～１／１５）、２年就職ガイダンス 
２９日（日）学校閉庁日・年末校舎閉鎖（～１２／３１） 

高校と大学の学びの違い。大学ではどのような力が身につくか？ 
名寄市立大学保健福祉学部教養教育部 准教授 石川 貴彦 氏 

 士別翔雲高校と名寄市立大学の高大連携事業の一環として、今月号から３回にわたって大学教員によるコラムを連載します。初
回は「高校と大学の学びの違い。大学ではどのような力が身につくか？」というテーマで、以下に述べていきます。 
 私が考える高校の学びは、国語、社会、数学、理科などの科目を幅広く学び、その中から自身の得意や不得意に気づき、得意分
野をさらに伸ばすための努力や、不得意分野を克服するための改善を進めつつ、そこに思考力や判断力、学ぶ意欲なども適用し

て、自身のキャリアを形成していく過程であると捉えています。国語や社会が得意であることに気づくと「私は文系」、数学や理
科が得意ならば「僕は理系だ」というように、文系・理系といった立場を明らかにして、進路や職業選択を決定していくのはよく
あることです。 
 その文系・理系などに応じて大学には学部が設置され、文系には文学部や教育学部など、理系には理学部や工学部などが該当し
ます。私が考える大学での学びは、こうした文系・理系などといった枠組みのなかで得意分野をさらに深化させていく過程である
と捉えています。ただし、得意分野を深化させるというのは、高度な専門知識や技術を身につけることだけではありません。様々
な知識や技術を結び付けたり、斬新なアイデアを加えたりして、新たな知識や技術を発見していくことが深化で、それは他者との
協力や研究、ディスカッションなどによって築き上げられるものです。したがって、大学ではどのような力が身につくか？の答と
して、私は得意分野の知識・技術のほかに、深化に必要な統合力や発想力、さらには高次なコミュニケーション力などを挙げま
す。 
私は大学の教育学部で学びましたが、わかりやすい授業の方法を追究すればするほど、情報システムの開発や活用が欠かせない

と考えるようになり、さらに大学院の工学研究科で学びました。教育学部は一般的には文系のように感じますが、教育学を学んで
深化を目指すと、実は理系の工学部の知識が必要だったという訳です。最初は文系を入口としていたのが、いったん外に出て改め
て理系の入口に入ると、奥の方では文理融合した形でつながっていて、そこで教育工学という複合領域の分野を知ったのです。 
大学進学を考えている高校生の皆さんは、まずはどこを入口にするかを、高校での学びからみつけるのが良いと思います。自身

が深化したい内容に応じて学部を選択できますし、今では文理融合した学部が既に用意されている大学もあります。そういう意味
では、大学は自主的な学びを保障する自由度の高い環境であるといえます。 

 
 

名寄市立大学と高大連携事業の締結！今月号からコラムの連載も開始！ 
令和６年９月２７日（金）名寄市立大学と高大連携事業に関する協定を締結しました。昨年度から連携に向けて

構想を始め、今年度から大学と協議を重ねた結果、このたび締結する運びとなりました。本校としては、毎年名寄

市立大学に進学する卒業生がいる中で、大学との連携を深めることでより生徒の進路選択の幅が広がり、学修成果

の向上に期待しています。 

今後は、今月号より高校生に向けたコラムの連載が開始されます。ほかにも大学模擬授業・学内見学ツアーや総

合的な探究の時間への支援など、さまざまな活動に取り組みます。 

～今月の１枚～ 

食育実習の様子。 

キンパ風おにぎらずを作りました！ 

次回予告 
１２月号「大学では高校の勉強ってどう役に立つか？」 名寄市立大学保健福祉学部教養教育部 教授 メドウズ・マーティン氏 

この通信は阿部新聞店様、道新平中販売所様、道新鈴木販売所様のご厚意により、 
地域の皆様に無料にて配布させていただいております。 
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上記のホームページ（もしくは右記のQRコード）でカラー版をご覧いただけます。 
その他生徒達の活動は随時学校 INSTAGRAMにて更新しておりますので、 

そちらも是非ご覧下さい。 

２年総合ビジネス科商業教育フェア 
９月１３日（金）・１４日（土）に新札幌サンピアザ

光の広場で行われた、第１３回北海道高等学校商業教育

フェアに、総合ビジネス科２年生が参加してきました。

「天サイダー」や「うんめぇパイ」を中心とした、士別

のご当地商品を販売しました。授業の中では、ポップの

作成を行ったり、明るく接客をする練習を行ったりしま

した。札幌大通り地下歩行空間でも販売実習を行い、道

を歩く人に足を止めて貰う難しさを実感したようです。 

１年進路先見学会 
９月２５日（水）旭川大雪アリーナで行われた進路先

見学会に、１学年が参加してきました。生徒達は、自分

が興味のある学校や企業のブースに話を聞きに行き、進

路について考えていました。沢山の学校・企業が一度に

集まる場に行くことで、自分の知らなかった分野の進路

選択についても考えることができたのではないでしょう

か。生徒達にとって、今後の進路活動にも良い影響を与

える活動になったようです。 

中学生体験入学 
１０月１２日（土）中学生体験入学が行われました。

市内外から８６名の中学生が参加してくれました。１時

間目に授業見学、２時間目に学校説明、３時間目には体

験授業というスケジュールで、翔雲高校の魅力を伝えま

した。教室からは楽しそうな声が聞こえてきました。放

課後は部活動体験入部も行いました。 

防災講話 
１０月１５日（火）避難訓練と防災講話が行われまし

た。地震を想定した訓練が行われ、２００８年にアメリ

カで始まったシェイクアウトという新しい形を取り入れ

ての訓練となりました。訓練の後には、石川県の震災の

際にボランティア活動をした経験がある、士別市社会福

祉協議会の玉置雅也さんにお越しいただき、実際にボラ

ンティアとして行ったことを伝えていただきました。ま

た、士別で災害が起きた際に高校生ができることについ

て学びました。 
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